
円融寺の遺構とされる龍安寺の鏡容池

京
都
に
は
天
皇
陵
が
多
い
。
千
年
の

都
な
の
だ
か
ら
当
然
と
い
え
ば
当
然
だ

が
、
龍
安
寺
の
北
側
の
朱
山
に
は
特
に

多
く
、
朱し

ゅ

山や
ま

七し
ち

陵り
ょ
う

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

朱
山
の
山
頂
か
ら
麓
へ
、
円
融
（
火
葬

塚
）・
一
条
・
堀
河
・
後
朱
雀
・
後
冷
泉
・

後
三
条
の
各
天
皇
と
禎
子
内
親
王
の
7

人
の
陵
墓
が
連
な
っ
て
設
け
ら
れ
て
い

る
の
だ
。

こ
れ
ら
の
皇
族
の
名
を
見
て
、
そ
の

関
連
性
に
は
た
と
気
付
か
れ
た
方
は
、

『
源
氏
物
語
』
の
作
者
・
紫
式
部
と
そ

の
時
代
に
相
当
関
心
が
お
あ
り
の
「
紫

式
部
推
し
」
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う

の
も
、
紫
式
部
が
女
房
と
し
て
仕
え
た

藤
原
彰
子
（
藤
原
道
長
の
長
女
）
は
、

一
条
の
皇
后
で
あ
り
、
円
融
は
一
条
の

父
、
後
朱
雀
は
一
条
と
彰
子
の
次
男
、

後
冷
泉
と
後
三
条
は
後
朱
雀
の
子
、
禎

子
は
後
朱
雀
の
皇
后
で
後
三
条
の
母
、

堀
河
は
後
三
条
の
孫
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
天

皇
の
陵
墓
が
こ
こ
に
固
ま
っ
て
あ
る
の

か
。
子
ど
も
の
頃
、
こ
の
辺
り
は
私
の

遊
び
場
だ
っ
た
が
、
そ
の
理
由
を
何
か

の
本
で
私
が
知
っ
た
の
は
成
人
し
て
か

ら
で
あ
る
。
平
安
時
代
も
折
り
返
し
点

に
差
し
か
か
っ
た
西
暦
１
０
０
０
年
前

後
、
平
安
京
北
西
の
御お

室む
ろ

か
ら
衣
笠
山

西
麓
に
か
け
て
、
円
融
寺
、
円
教
寺
、

円
乗
寺
、
円
宗
寺
と
い
う
四
つ
の
寺
院

が
あ
っ
た
。
四
つ
と
も
円
の
字
が
付
く

こ
と
か
ら
「
四
円
寺
」
と
総
称
さ
れ
る
。

四
円
寺
は
歴
代
天
皇
と
の
関
係
が
深
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※四円寺の位置は推定
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後
一
条
天
皇

白
河
天
皇

後
朱
雀
天
皇

一
条
天
皇

後
冷
泉
天
皇

禎
子
内
親
王

（
三
条
天
皇
第
三
皇
女
）

嬉
子

（
道
長
六
女
）

彰
子

（
道
長
長
女
）

円
融
天
皇

詮
子

（
藤
原
道
長
姉
）

後
三
条
天
皇

堀
河
天
皇

が
七
陵
の
被
埋
葬
者

く
、
円
融
寺
は
円
融
、
円
教
寺
は
一
条
、

円
乗
寺
は
後
朱
雀
、
円
宗
寺
は
後
三
条

の
そ
れ
ぞ
れ
勅
願
に
よ
り
創
建
さ
れ
た

も
の
で
、
い
ず
れ
も
立
派
な
伽が

藍ら
ん

を
備

え
、威
容
を
誇
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
天
皇
と
関
係
す
る

皇
族
の
墓
所
が
、
四
円
寺
を
見
下
ろ
せ

る
朱
山
に
集
中
し
て
つ
く
ら
れ
た
の
だ

ろ
う
と
い
う
わ
け
だ
。

実
際
、
御
陵
の
名
は
一
条
が
円
融
寺

北
陵
、
後
朱
雀
が
円
乗
寺
陵
、
後
冷
泉

が
円
教
寺
陵
、
後
三
条
が
円
宗
寺
陵
、

堀
河
は
後
円
教
寺
陵
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
一
条
と
彰
子
の
間
に
は
、
長

男
の
後
一
条
が
い
る
が
、
後
一
条
は
男

子
に
恵
ま
れ
ず
、
次
男
の
後
朱
雀
が
皇

統
を
継
い
で
い
く
。
後
朱
雀
に
は
道
長

の
六
女
・
嬉
子
と
の
間
に
後
冷
泉
が
生

ま
れ
る
も
の
の
、
嬉
子
は
産
後
の
肥
立

ち
が
悪
く
出
産
2
日
目
に
死
去
、
継
室

と
な
っ
た
三
条
天
皇
の
第
三
皇
女
・
禎

子
（
母
は
道
長
の
次
女
・
姸
子
）
と
の

間
に
後
三
条
が
生
ま
れ
る
。
後
冷
泉
に

は
後
一
条
同
様
男
子
が
生
ま
れ
な
か
っ

た
た
め
、
弟
（
後
三
条
）
が
跡
を
継
い

だ
の
で
あ
る
。

禎
子
を
母
に
持
つ
後
三
条
は
、
宇
多

天
皇
以
来
、
実
に
１
７
０
年
ぶ
り
に
藤

原
氏
を
外
戚
（
外
祖
父
）
と
し
な
い
天

皇
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
さ
し
も
の

藤
原
氏
の
繁
栄
に
も
陰
り
が
見
え
始
め

る
。
そ
し
て
、退
位
し
た
天
皇
が
上
皇
・

法
皇
と
し
て
、
後
継
の
天
皇
に
代
わ
っ

て
政
治
を
行
う
「
院
政
」
が
始
ま
る
の

だ
。
後
三
条
の
子
・
白
河
の
時
、
院
政

は
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。白
河
が
退
位
し
、

そ
の
院
政
の
も
と
最
初
に
傀か

い

儡ら
い

の
天
皇

と
な
っ
た
の
が
、
堀
河
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
朱
山
七
陵
の
7
人
は
、
平
安

時
代
中
期
以
降
の
歴
史
の
推
移
を
人
知

れ
ず
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
四
円
寺
は
中
世
以
降
の

戦
乱
や
火
災
に
よ
り
、
全
て
廃
絶
し
て

し
ま
っ
た
。
た
だ
、
現
在
石
庭
で
有
名

な
龍
安
寺
は
、
室
町
時
代
に
円
融
寺
の

跡
地
に
建
て
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
境
内

に
あ
る
鏡き

ょ
う

容よ
う

池ち

は
、
円
融
寺
の
遺
構
と

さ
れ
る
。

朱
山
や
衣
笠
山
の
山
影
を
文
字
通
り

鏡
の
ご
と
く
水
面
に
映
す
鏡
容
池
―
―

そ
の
佳
景
を
眺
め
な
が
ら
、『
源
氏
物

語
』
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ
る
の
も
一

興
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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